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せ研究」の調査を続行する中で、初期仏教をまさに象徴するものといえる日本最古の天平勝宝五（七五三）年刻の薬師寺 ある「佛足石」に刻された銘文 書の美しさとその背景について注目し、書道学（廣瀨） ・歴史学（漆原） ・仏教学（遠藤）から論考したものである。　
佛足石とは、佛陀（釈迦）の一対の足形の絵を彫刻した石のこと
である。釈迦入滅後、インド 初期仏教においては 佛陀の形像を造ることは恐れ多いこととされ、佛像が造られること なかった。
その頃の佛教徒は、佛塔や菩提樹の模様、石に刻まれた法輪図などを佛の存在そのものを象徴するものとして崇拝していた。その後、佛陀が生涯を通じて説法した足跡をとどめるという意味から、佛陀の足跡の文様を石に刻み、礼拝の対象とした。これが佛足石の起こりである。佛足石は、説法を受ける「しあわせ」を視覚的に確かなものとするための具体的対象物とされ といえよう。　
薬師寺の佛足石の周囲に刻された銘文は、中国北魏時代の楷書の















































































































































































































































































































 縦画と横画の接し方が、旧字体（舍）と新字体（舎）の中間の字形 見る。…表の９ 参照。
10、跡…偏の下部が草書を楷書化した字形の異体字。11、廣…四画目を二分割した字形である。12、指…北魏の墓誌の異体字の字形と同。13～
17、異・涅・城・所・蹈は表の通り。
18、處…下部が「匆」の異体字。右上から左下に亀裂有り。19、爲…「為」の三画目が大きめの字形。20、正…草書の字形を楷書化した異体字。21、毀…左下部は、 「エ」 。22、捐…拓影より右上部は、 「ム」である。
24、寫…隷書の字形を楷書化したもの。26、衆…摩滅著しく刻線と傷が一体化。造像記の字形と同か？27、此…異体字。鄭道昭の書の字形と近似28、滅…
 北魏の楷書では、 「さんずい」より、 「にすい」で書くことが一般的であった。
29、値…鄭道昭と護身命経の字形と近似。30、度…下部が攵の異体字。31、那…拓影より左部（偏）の縦画が３本ある異体 である。32、國…










































































































































































































































































































阿育王 国である。マガダ国にある精舎の中に一つの大石がある。その石に残された釈尊の足跡は、左右それぞれ長さ一尺八寸、幅六寸で、千輻輪相がある。足 十指にそれぞれ異なる文様がある。これは釈尊が涅槃に入ろうとした時に、北のクシナガラに行こうとし、南にあるマガダ国の 城を眺
なが
めながら残した足跡である。近い時代






















生まれ変わり死 変わりして作った多数の極めて重い罪業も消すことができる。釈尊が世 去った後に、釈尊の歩みを観想す 人々もまた同様の罪業を消すことができる。また しなくても、釈尊の足跡を見 、仏像が行く姿を見たりした人々もまた同様に罪業を消すことができる」 ある。同じく『観仏三昧海経』に「釈尊の足の裏を見ると、偏平 で毛は生え いな 。足 裏には千の輻
や
が集まった車輪の形をした千輻輪相があらわれており、そ









































巻下（大正五一、 九六九下）に「 （玄奘は）乃ち西域伝一十二巻を著す」とあり、 『大唐西域記』は成立した当初から『西域伝』と呼ばれていたことが確認される。 『法苑珠林』巻一〇〇（大正五三、 一〇二三下）には「大唐西域伝十二巻
　
右此一部。皇朝西京大慈恩寺沙門玄奘奉
勅撰」とあり、 『法苑珠林』巻二 （大正五三、 四九六下 では「西域伝に云う」こととして、玄奘の行程を略述している。したがって『法苑珠林』や『釈迦方志』の記載とは、 『大唐西域記』を参考にしたものと考えられる。
 





















































後為此池龍。泉流白水損傷地利。釈迦如来大悲御世。愍此国人独遭斯難降神至此欲化暴龍。執金剛神杵撃山崖 龍王震懼乃出帰依。聞仏説法心浄信悟。如来遂制勿 農稼 龍曰。凡有所食頼收人田。今蒙聖教恐 済給。願十二歲一收糧儲。如来含覆愍而許焉。故今十二年一遭白水之災。阿波邏羅 泉西南三十余里 水北岸大磐石上有如来足所履迹。隨人福力量有短長 是如来伏此龍已。留迹 去。 」という記載を引用している
（
8） 
































中国新疆ウイグル自治区ホータン市）で「行像」を た記事があ美しく飾られた仏 が四輪像車に乗せられて 掃き清められた道を進み、于
闐
王らが「頭面礼足散花焼香」して仏像を城に迎える様子
























大多数が江戸時代以降のものであるとされている。薬師寺の国宝佛足石のみが天平時代に作成され、それ以外の佛足石の大多数が近世以降のも であることの理由については、いまだ明らかにされておらず今後本研究 継続して明らか していきた と考えている。　
しかしながら、本研究の現地調査の過程で確認できた手がかりと
して、京都法然院に存在す 佛足石があげら る。法然院佛足石は、法然院でもその由緒が不明といっており、鎌倉時代の関東武士 墓石である板碑に多く見られる緑泥片岩に刻印されていることから、中世に作成されたものである可能性 あると思われる。緑泥片岩は京都近郊 はなく、中世では荒川流域の秩父郡長瀞周辺か、四国吉野川流域で産出した石が 板碑に用いられていることから、法然院の成立を考えあわせれば鎌倉期にさか ぼる佛足石であることは十分に考えられる。存在形態についても、薬師寺佛足石や法然院佛足石のように眺め拝むものと、近世佛足石のよう 、参拝者がそ上に乗って本堂を拝む形態とに二大別されることも判明した。また清水寺 も佛足石が存在するこ は知ら いるが、二年半にわたって本堂修復工事のため見 とが きないので、こちらも併せて確認する必要があるだろう。　
本研究は、奈良薬師寺にある国宝佛足石を、その碑文について精
巧な拓本の存在を確認し、その碑文の文字を精査して翻刻す とともに、その意味するところを明らか したものである。先行研究を整理して いまだ不明確だった文字や解釈 ついて、可能な限り検討と考察を加えて文字を復元して釈 を作成し、さらにその意味と解釈も明確にすることができた。今後も空白 中世におけ 佛足石の存在を確認するとともに、佛足石が信仰の上でど ように民衆に
受容されていったのかを明らかにしていきたい。◦
 本共同研究は、第一・三・四節を廣瀬、第六節を漆原、第五節を遠藤が分担執筆した。 二節は、廣瀬・漆原・遠藤が共同で執筆した。
◦
 本研究は、武蔵野大学しあわせ研究所「平成
28・
29年度しあわせ
研究費」採択による共同研究の成果である。
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